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６月
定例会全議案全会一致で可決全議案全会一致で可決

　
６
月
定
例
会
は
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
体
育
施
設

条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
お
よ
び
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陳
情
３
件
の
う
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
撤
去
計
画
中
止
を
求

め
る
２
件
の
陳
情
は
、﹁
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ
ム
撤
去
計
画
を
中

止
し
、
同
シ
ス
テ
ム
の
継
続
配
置
を
求
め
る
意
見
書
提
出
﹂
に
ま
と
め
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
本
会
議
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
１
件
の
陳
情
は
﹁
日

本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
提
出
﹂
と
し

て
本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
、
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
た
だ
し
、
議
案
の
名
称
な

ど
を
簡
略
化
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
正
式
名
称
は
５
ペ
ー
ジ
の
議

案
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旧
三
春
中
学
校
体
育
館
を

  　
　
三
春
町
民
第
２
体
育
館
に

第
２
体
育
館
の
改

修
工
事
は
、
い
つ

か
ら
始
ま
る
の
か
。

工
期
は
５
月
２４
日

か
ら
１０
月
３１
日
ま

で
だ
が
、
早
期
に
着
手
し

た
い
。

町
内
の
団
体
は
無

料
開
放
す
べ
き
で

は
な
い
か
。現

在
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
全
額
無

料
に
し
て
い
る
。
今
後
、

社
会
体
育
施
設
以
外
の

学
校
開
放
事
業
、
閉
校
に

◆ 

体
育
施
設
条
例
お
よ
び
体
育
施
設
使
用
料
条
例
の
一
部

改
正

　
旧
三
春
中
学
校
交
流
施
設
体
育
館
を
三
春
町
民
第
２
体
育

館
と
し
、
町
の
体
育
施
設
使
用
料
の
対
象
施
設
と
す
る
。

　
平
成
３０
年
１１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
町
内
の
団
体
は
無
料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

問答

問

な
っ
た
学
校
の
体
育
館
の

あ
り
方
を
含
め
整
理
し
た

い
。

減
免
の
対
象
を
拡

大
で
き
な
い
か
。

今
後
、
人
口
減
少

が
進
ん
だ
場
合
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が

心
配
さ
れ
る
の
で
、
最
も

良
い
方
法
を
検
討
し
た
い
。

答

答 問

三春町民第２体育館となる旧三春中学校体育館
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放射性物質対策特別会計
　　　　約２３億円の補正増
放射性物質対策特別会計
　　　　約２３億円の補正増

補  

正  

予  

算

◆ 

一
般
会
計
︵
第
１
号
︶

　
歳
入
は
、
総
務
費
県
補
助
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
な

ど
の
追
加
と
、
滝
桜
観
桜
料
な
ど
の
減
額
で
あ
る
。

　
歳
出
は
、
財
産
管
理
費
、
福
島
県
地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
、
学
校
管
理
費
な
ど
の
追
加
と
、
諸
費
、
観
光
振
興
費
な

ど
の
減
額
で
あ
る
。

集
会
施
設
に
対
す

る
補
助
金
は
、
ど

こ
の
施
設
へ
の
補
助
か
。

南
成
田
地
区
集
会

所
の
井
戸
水
給
水

ポ
ン
プ
設
備
の
修
繕
分
で

あ
る
。

今
年
の
滝
桜
の
入

込
数
は
。

観
桜
料
の
人
数
が

約
１０
万
７
千
人
、

観
桜
者
の
総
入
込
数
が
約

１４
万
５
千
人
で
あ
る
。

愛
姫
生
誕
４
５
０

年
を
Ｐ
Ｒ
す
る

ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
は
、
ど

の
程
度
利
用
し
て
い
る
の

か
。

公
用
車
な
の
で
ほ

ぼ
毎
日
走
っ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
会
場
に
持
ち
込
み
、

展
示
し
て
い
る
。

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額
一 般 会 計 70億3,627万円 5,568万円 70億9,194万円
特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 16億6,020万円 △348万円 16億5,672万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億8,498万円 ― 1億8,498万円
介 護 保 険 17億4,567万円 526万円 17億5,094万円
町 営 バ ス 事 業 9,454万円 ― 9,454万円
放 射 性 物 質 対 策 4億3,542万円 22億8,960万円 27億2,501万円

企
業
会
計

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
水 道 事 業 4億　987万円 4億1,016万円 2,793万円 2億7,214万円
下 水 道 事 業 等 3億7,537万円 4億8,454万円 2億  100万円 2億8,872万円
宅 地 造 成 事 業 3,697万円 5,135万円 2,100万円 1億2,100万円
病 院 事 業 6,903万円 1億1,431万円 ― 4,785万円

※ 企業会計は、内部留保資金を活用しているため、収入・支出の金額は一致していません。
※ 収益的収入および支出とは通常の営業活動を行うための予算で、資本的収入および支出とは施設整備に係る予算。
※ 端数処理の関係で補正前の額と補正額を加算した額が、補正後の額と一致しない場合があります。

平成30年度　各会計予算規模

問

問

問 答答

満開の滝桜

答

町中を走るラッピングカー

正
予
算
が
約
２３
億
円
だ

が
、
当
初
か
ら
補
正
を
見

込
ん
で
い
た
の
か
。

補
正
は
見
込
め

ず
、
昨
年
１１
月
、

田
村
市
・
川
内
村
・
三
春

町
の
３
市
町
村
が
葛
尾
村

に
可
燃
物
を
運
べ
る
話
が

出
て
、
検
討
を
重
ね
て
実

現
し
た
。

補
正
増
の
具
体
的

な
内
容
は
。

仮
置
き
場
内
の
除

染
廃
棄
物
の
可

燃
・
不
燃
廃
棄
物
の
振
り

分
け
、
運
搬
・
処
理
お
よ

び
焼
却
施
設
維
持
管
理
な

ど
の
経
費
で
あ
る
。

当
初
予
算
が
約
４

億
４
千
万
円
、
補

◆ 

放
射
性
物
質
対
策
特
別
会
計
︵
第
１
号
︶

　
歳
入
は
、
県
補
助
金
の
追
加
と
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
減

額
で
、
歳
出
は
除
染
対
策
費
の
追
加
と
、
放
射
性
物
質
対
策

費
の
減
額
で
あ
る
。

　
補
正
増
の
内
容
は

問問 答

答
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消防ポンプ自動車
1,939万円で購入契約

消防ポンプ自動車
1,939万円で購入契約

購  

入  

契  

約

◆ 

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約

　
有
限
会
社
渡
辺
鉄
工
消
防
用
品
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

購
入
契
約
を
締
結
す
る
。

消
防
ポ
ン
プ
車
は

年
次
計
画
で
更
新

し
て
い
る
の
か
。

ポ
ン
プ
車
は
２５

年
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
積
載
車
は
２０
年
を
目

安
に
更
新
し
て
い
る
。

指
名
競
争
入
札
で

応
札
し
た
業
者
の

中
に
、
町
内
業
者
は
入
ら

な
い
の
か
。町

内
で
消
防
ポ
ン

プ
車
を
取
り
扱
っ

て
い
る
業
者
が
い
な
い
た

め
、
入
っ
て
い
な
い
。

春季検閲での車両点検

　
年
次
計
画
で
の
購
入
か

問答

問答

陳
　
　
　
　
情

◆ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
撤
去
計
画
の
中
止
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者　
社
会
民
主
党
田
村
総
支
部　
代
表　
中
村
功
二

結　
果　
採
択

◆ 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
リ
ア
ル
タ
イ
ム
線
量
測
定
シ
ス
テ

ム
の
継
続
配
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
継
続
配
置
を
求
め
る

　
　
　
　
市
民
の
会
・
三
春

　
　
　
　
共
同
代
表　
伊
藤
美
代
子　
大
河
原
さ
き

結　
果　
採
択

原
発
事
故
は
収
束

し
て
お
ら
ず
、
事

故
処
理
を
し
て
い
る
段
階

で
今
後
何
が
起
き
る
か
分

か
ら
な
い
。
住
民
の
安
全

が
大
事
で
あ
り
、
目
に
見

え
な
い
放
射
線
は
、
数
値

化
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
を
継
続
し
て
設
置

す
べ
き
で
あ
る
。

第
一
原
子
力
発

電
所
の
燃
料
プ
ー

ル
に
は
大
量
の
燃
料
棒
が

あ
る
と
み
ら
れ
、
危
険
性

が
高
い
。
廃
炉
ま
で
何
十

年
も
か
か
る
と
思
わ
れ
、

こ
の
状
況
で
の
撤
去
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。

小
学
校
や
幼
稚
園

な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
長
時
間
い
る
場
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
は
撤
去
す
る
段
階

で
は
な
い
。

◆ 

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者　
福
島
県
原
爆
被 

　
　
　
　
害
者
協
議
会

　
　
　
　
会
長

　
　
　
　
木
幡
吉
輝

結　
果　
採
択

ア
メ
リ
カ
が
投
下

し
た
原
子
力
爆

弾
は
、
広
島
と
長
崎
を
壊

滅
さ
せ
２
万
人
以
上
を
殺

傷
し
た
。
世
界
に
現
存
す

る
１
万
数
千
発
の
核
兵
器

は
、
地
球
を
支
配
す
る
悪

魔
の
兵
器
で
あ
る
。

核
兵
器
の
世
界
的

廃
絶
が
実
現
す
れ

ば
、
日
本
に
と
っ
て
も
安

全
保
障
環
境
を
改
善
で
き

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
採

択
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

　
　
い
ず
れ
の
陳
情
も

　
本
会
議
に
議
案
と
し

　
て
提
出
さ
れ
、
審
議

　
の
結
果
、
可
決
さ
れ

　
関
係
機
関
に
意
見
書

　
を
提
出
し
ま
し
た
。

意

意

意

三春小学校に設置されているモニタリングポスト

意意
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６月定例会提出議案および審議結果一覧
　町長から提出された９議案と、議員から提出された２議案の審議結果は次のとおりです。
＜町長提出議案＞
区分 付議案件 結果

条　
例

三春町体育施設条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決

三春町体育施設使用料条例の一部を
改正する条例の制定について 可決

三春町国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について 可決

専決処分につき議会の承認を求めるこ
とについて 承認

補
正
予
算

平成３０年度三春町一般会計補正予算
（第１号）について 可決

平成３０年度三春町国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）について 可決

区分 付議案件 結果

補
正
予
算

平成３０年度三春町介護保険特別会計
補正予算（第１号）について 可決

平成３０年度三春町放射性物質対策特
別会計補正予算（第１号）について 可決

購
入

契
約 消防ポンプ自動車購入契約について 可決

※ ■の議案は、審査内容の一部を２ページから４ページに掲載しています。

　
＜議員提出議案＞
区分 付議案件 結果

陳
　
情

リアルタイム線量測定システム撤去計
画を中止し、同システムの継続配置を
求める意見書の提出について

可決

日本政府に核兵器禁止条約の調印・
批准を求める意見書の提出について 可決

　６月定例会において開催された特別委員会の調査概要をお知らせします。

町立学校再編等調査特別委員会 広報広聴特別委員会
　６月７日に、教育長、教育次長、子育て支援課長、
地域子育て支援センター所長などが同席して、平成
２９年度より第２保育所から旧中央児童館に場所を移
して運営している「地域子育て支援センター」の現
地調査を行った。
　子育て支援センターの２階の遊戯室で、行事の一
つとして企画している「ハピハピ Day」の活動場所
や活動内容、子育てに係る電話相談の受付件数、セ
ンターの利用者数や利用可能時間などについて聞き
取りを行い、センターの活動状況や利用状況などの現

状を把握した。
　また、昨年度
まで保健センター
で活動していた、
町内の３つの育
児サークルによる
センターの利用
計画などについ
て調査した。

＜「議会報みはる」モニター＞
　５月１日に発 行し
た「議会報みはる第
１５２号」に対して、７
名のモニターから寄
せられた感想、意見
や指摘事項を確認し、
今後の議会報の編集・
発行に当たり、どのように反映させるか協議した。
＜議会報みはる第１５３号＞
　全体構成は、６月定例会の内容を中心に、当委員
会の視察研修のようすや、全員協議会で協議した議
員定数に係る協議経過・今後の方針、また、新規
に議長杯ゲートボール大会や野球大会のようすを掲
載することとした。
＜町民と議会との意見交換会＞
　８月１日から申込受付を開始し、原則として９月１５
日から１０月３１日まで意見交換会を開催することを確
認した。子育て支援センターでの現地調査

議会報みはる第152号

特別委員会調査報告
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町 政 を 問 う
一 般 質 問 に ７人 登 壇

　議会では、開かれた議会の一環として、６月と９月
の定例会の一般質問は、休日等に開催しています。
今回は、６月１日（土）に一般質問を行い、７名の議
員が町政全般について、町執行側に対し質問しました。
　当日は、４階議場やモニターを設置した３階会議室
では、５０名を超える傍聴者の皆さんが議員による質
問と執行者の答弁のようすに、熱心に耳を傾けていま
した。
　一般質問と答弁の概要をお知らせします。

本　田　忠　良  議員

日下部　三　枝  議員

影　山　初　吉  議員

①　高齢者参加ポイント制度の現況と今後の課題　
　について
②　町内消防団及び消防施設について

①　高齢者世帯等の敷地内や町道までの生活道路　
　の除雪への支援の仕組みづくりと財源について
②　通年型観光の現況とより一層の推進について

①　全国学力テストについて
②　仮置き場の跡地利用について

P７

佐　藤　一　八  議員
①　三春町高齢者社会参加ポイント制度について
②　米の全袋検査について

P９

新　田　信　二  議員
①　地域の防犯対策について
②　地域運営組織の形成について

P10

松　村　妙　子  議員
①　子育て支援について
②　都市鉱山からつくるみんなのメダルプロジェ
　クトについて

P11

P12

P13

山　崎　ふじ子  議員
①　モニタリングポスト（リアルタイム測定シス
　テム）について
②　学校給食費の保護者負担軽減について

P８

町執行側の答弁

多くの傍聴者のもとで行われた一般質問
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高
　
齢
　
者

ポ
イ
ン
ト
制
度

問

答

ポイント制度の現状と課題は

制度登録者が約２０％、
　　　　多くの高齢者参加が課題

質　

問

　

昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ

ン
ト
制
度
は
、
多
く
の
高

齢
者
が
参
加
で
き
る
よ
う

に
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
充
実

を
図
る
べ
き
だ
が
、

① 
平
成
２９
年
度
の
ポ
イ

ン
ト
制
度
登
録
者
、
商
品

券
受
取
人
数
、
金
額
は
。

② 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
商

品
券
へ
の
引
換
方
法
は
。

③ 

日
本
赤
十
字
奉
仕
団

三
春
分
会
、
ひ
ま
わ
り
の

会
、
舞
団
連
な
ど
団
体
の

奉
仕
活
動
で
は
、
ポ
イ
ン

ト
が
も
ら
え
な
い
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

④ 

１
年
経
過
し
た
現
状

と
今
後
の
課
題
は
。

保
健
福
祉
課
長

　
　

① 

登
録
者
数
は
平
成
２９

年
３
月
末
現
在
で
９
６
３

名
、
商
品
券
の
交
付
実

績
は
４
４
５
名
、
総
額

１
３
７
万
円
で
あ
る
。

② 

３
月
末
ま
で
に
商
品
券

交
付
申
請
書
に
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
添
え
、
保
健
福

祉
課
窓
口
に
直
接
申
請
、

ま
た
は
郵
送
す
る
。　
　
　
　
　
　

③ 

公
平
性
を
保
つ
た
め
、

団
体
等
の
活
動
も
ポ
イ
ン

ト
付
与
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
実
施
要
綱
な
ど
の
見

直
し
や
関
係
施
設
と
調
整

し
て
い
る
。

④ 
登
録
者
は
現
在
約
２０
％

の
た
め
、
必
要
な
制
度
を

見
直
し
、
多
く
の
高
齢
者

が
参
加
で
き
る
よ
う
制
度

の
周
知
を
図
り
た
い
。

消防活動
消防施設

問答

古
い
屯
所
の
改
修
・
新
築
は

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い

質　

問

　

 

　

少
子
化
に
よ
り
消
防
団

に
入
団
す
る
若
者
が
少

な
く
、
今
後
の
消
防
活
動

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

中
、

① 

消
防
団
員
の
正
規
人

数
に
対
し
て
、
現
在
の
団

員
数
は
。

② 

２６
あ
る
消
防
屯
所
の

う
ち
３０
年
前
、
４０
年
前
に

建
て
ら
れ
た
古
い
屯
所
数

は
。
ま
た
、
今
後
の
改
修・

新
築
は
。

③ 

火
の
見
や
ぐ
ら
の
数

は
。
ま
た
、
今
後
の
取
扱

方
法
な
ど
は
。

④ 
昨
年
、
準
中
型
免
許

が
施
行
さ
れ
、
消
防
車
両

が
運
転
で
き
な
い
団
員
に

対
す
る
町
の
対
処
は
。

総
務
課
長

① 

条
例
定
数
５
０
０
名
に

対
し
、
実
団
員
数
４
５
２

名
で
あ
る
。

② 

昨
年
度
１
カ
所
用
途

廃
止
し
現
在
２５
カ
所
で
、

建
築
後
３０
年
以
上
の
屯
所

は
計
１３
カ
所
あ
る
。
改
修

必
要
な
屯
所
は
逐
次
改
修

し
、
新
築
は
地
域
の
意
見

を
考
慮
し
、
消
防
団
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

③ 

火
の
見
や
ぐ
ら
は
７０
カ

所
あ
る
が
、
使
用
し
て
い

な
い
も
の
は
、
消
防
団
の

意
見
を
踏
ま
え
、
必
要
な

け
れ
ば
撤
去
し
た
い
。

④ 

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

準
中
型
免
許
取
得
の
費
用

に
係
る
助
成
制
度
の
構
築

を
検
討
し
た
い
。

本　田　忠　良  議 員

高齢者社会参加ポイント手帳

昭和40年代に建てられた屯所
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
　 

ス
　 

ト

問

答

撤去方針に対する町の考えは

継続配置を要望したい

質　

問

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

は
、
放
射
能
の
空
間
線

量
を
把
握
す
る
た
め
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
ま
た
、
原
発
の
廃
炉

作
業
に
よ
り
放
射
性
物
質

が
再
び
拡
散
す
る
危
険
性

は
ぬ
ぐ
い
去
れ
な
い
。

① 

町
内
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
が
何
台
あ
る
か
。

② 

原
子
力
規
制
委
員
会
が

決
定
し
た
、
来
年
度
か
ら

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
２
、

４
０
０
台
を
撤
去
す
る
方

針
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

住
民
課
長

① 

合
計
で
３６
台
設
置
さ
れ

て
い
る
。

② 

放
射
性
物
質
か
ら
住

民
の
健
康
を
守
り
、
安
全・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
関
係
機
関

に
対
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
の
継
続
配
置
を
要
望

し
た
い
。

再
質
問

　

原
子
力
規
制
委
員
会
が

発
表
し
た
資
料
で
は
、
平

成
２８
年
２
月
１０
日
に
県
内

市
町
村
へ
意
見
照
会
し
、

三
春
町
で
は
、
小
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
は
、
平

質　

問

　

子
育
て
中
の
母
親
か

ら
、
教
育
費
の
軽
減
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
保
護

者
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、

① 
町
の
小
中
学
生
の
児

童
生
徒
数
は
。

② 
１
人
当
た
り
の
給
食

費
は
。
そ
の
う
ち
保
護
者

負
担
は
。

③ 

給
食
費
を
滞
納
し
て
い

る
保
護
者
数
は
。
ま
た
、

成
３２
年
度
ま
で
残
し
て
ほ
し

い
旨
を
回
答
し
て
い
る
が
、

規
制
委
員
会
に
よ
る
正
式

な
調
査
・
回
答
か
。
ま
た
、

回
答
内
容
は
事
実
か
。

住
民
課
長

　
　

　

正
式
な
調
査
に
対
す
る

滞
納
の
主
な
理
由
は
。

④ 

町
が
給
食
費
を
全
額

助
成
す
る
場
合
、
ど
の
程

度
の
予
算
が
必
要
か
。
ま

た
、
町
は
助
成
を
増
や
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

教
育
課
長

① 

児
童
生
徒
数
は
小
学

生
が
７
７
５
人
、
中
学
生

が
４
５
２
人
の
計
１
、２
２

７
人
で
あ
る
。

② 

１
人
当
た
り
の
給
食
費

は
、
平
成
２９
年
度
実
績
で

年
額
１１
万
８
０
０
円
。
こ
の

う
ち
、
保
護
者
負
担
の
経

学校給食費
負担軽減

問答

給
食
費
助
成
を
増
や
す
考
え
は

今
ま
で
ど
お
り
の
負
担
区
分
と
し
た
い

回
答
だ
が
、
町
で
は
、
平

成
３２
年
ま
で
と
は
回
答
し

て
お
ら
ず
、
小
中
学
校
教

育
機
関
等
に
あ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
は
、
最
後

ま
で
残
し
て
ほ
し
い
旨
を

回
答
し
て
い
る
。

費
は
、
約
５
万
４
、３
０
０

円
で
あ
る
。

③ 

滞
納
者
は
町
内
８
校

合
わ
せ
て
数
名
で
、
理
由

は
全
て
家
庭
の
事
情
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

④ 

年
間
総
額
で
約
１
億

３
、４
２
０
万
円
の
予
算
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
も
光

熱
水
費
な
ど
は
町
負
担
、

食
材
費

の
み
保

護
者
負

担
と
し

た
い
。

山　崎　ふじ子  議 員

役場南側のモニタリングポスト
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高
　
齢
　
者

ポ
イ
ン
ト
制
度

問

答

５,０００ポイント達成者数は

交付申請者は８９名

質　

問

　
介
護
施
設
活
動
型
、
介

護
予
防
型
、
団
体
参
加

型
の
三
種
類
あ
る
高
齢
者

社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制
度

は
、
一
人
で
も
多
く
参
加

し
、
健
康
を
保
つ
こ
と
が

目
的
で
あ
る
が
、

① 

昨
年
度
の
登
録
者
数

と
、
今
年
度
の
現
時
点
で

の
登
録
者
数
の
比
較
は
。

② 
昨
年
度
５
千
ポ
イ
ン

ト
達
成
者
数
は
。

③ 

昨
年
度
商
品
券
と
し

て
支
払
っ
た
金
額
は
。

保
健
福
祉
課
長

① 

平
成
２９
年
度
末
は

９
６
３
名
、
今
年
度
５
月

２５
日
現
在
で
は
１
、０
５
９

名
で
あ
り
、
９６
名
増
と
な

っ
て
い
る
。

② 

５
千
ポ
イ
ン
ト
に
達

し
、
商
品
券
の
交
付
申
請

が
あ
っ
た
人
数
は
８９
名
で

あ
る
。

③ 

商
品
券
の
交
付
総
額

は
１
３
７
万
円
で
あ
る
。

再
質
問

　

ポ
イ
ン
ト
付
与
の
時
期

と
、
商
品
券
引
換
え
の
申

請
は
い
つ
ま
で
か
。

保
健
福
祉
課
長

　

ポ
イ
ン
ト
付
与
の
期
間

は
来
年
２
月
末
ま
で
で
、

３
月
中
に
申
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

米全袋検査

問答

米
袋
２５
キ
ロ
で
検
査
で
き
な
い
か

２５
キ
ロ
検
査
は
対
応
で
き
な
い

質　

問

① 

東
日
本
大
震
災
・
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
７

年
経
過
し
た
が
、
い
ま
だ

に
米
の
全
袋
検
査
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
２９
年
産
米

４
万
８
、６
８
８
袋
が
検

査
さ
れ
て
い
る
が
、
作
付

面
積
に
対
し
て
減
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

② 

宅
配
で
の
取
扱
い
が
２５

キ
ロ
未
満
と
な
っ
た
た
め
、

２５
キ
ロ
で
検
査
が
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

③ 

三
春
米
全
袋
検
査
所

倉
庫
は
、
ど
こ
に
増
設
さ

れ
る
の
か
。

産
業
課
長

① 

平
成
２９
年
度
の
三
春

米
全
袋
検
査
所
で
の
検
査

件
数
は
４
万
８
、６
８
８
袋

だ
が
、
検
査
は
三
春
以
外

の
検
査
所
で
も
可
能
な
た

め
、
収
穫
さ
れ
た
米
は
全

て
検
査
を
受
け
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

② 

全
量
全
袋
検
査
は
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
る

「
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
」

に
準
じ
た
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

式
検
査
機
器
等
を
用
い
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。
た
む
ら

の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会

で
は
、
県
で
作
成
し
た
標

準
検
査
手
順
書
に
沿
っ
て

実
施
し
て
お
り
、
米
袋
の

重
量
は
３０
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

③ 

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
御

木
沢
農
業
資
材
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
、
１
棟
増
設
す

る
計
画
で
あ
る
。

団体参加型となるゲートボール大会

佐　藤　一　八  議 員
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地
　
　
域

防
犯
対
策

問

答

インターネット犯罪から
　　　　　子どもを守る取組みは

ＳＮＳ対処法の講演を実施

質　

問

　

　

町
は
、
地
域
防
犯
に
係

る
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う

に
講
じ
る
か
に
つ
い
て
、

① 

登
下
校
を
含
め
、
ど

の
よ
う
な
問
題
が
発
生

し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
か
。

② 

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
の
環
境
整
備
、

地
域
活
動
へ
の
支
援
計
画

は
。

③ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

か
ら
子
ど
も
を
守
る
対
策

と
し
て
、
現
在
の
取
組
み
、

今
後
の
取
組
み
は
。

教
育
課
長

① 

登
下
校
中
に
は
、
下

校
時
に
不
審
者
か
ら
の
声

か
け
な
ど
年
間
数
件
発
生

し
た
が
、
警
察
へ
通
報
し
、

発
生
現
場
地
区
の
学
校
保

護
者
へ
の
注
意
喚
起
メ
ー

ル
の
送
信
、
全
小
中
学
校

へ
の
警
戒
周
知
、
児
童
生

徒
へ
の
指
導
強
化
等
を
行

っ
て
い
る
。

② 

通
学
路
へ
の
防
犯
灯
の

計
画
的
な
設
置
や
地
域
の

方
々
に
「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
へ
の
登
録
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
で
の
防
犯
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
見

守
り
活
動
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
協
会
へ
の
交
付
金
等

に
よ
り
支
援
し
た
い
。

③ 

毎
年
各
校
で
は
、
携

帯
電
話
や
ネ
ッ
ト
機
器
の

正
し
い
使
用
法
を
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
警
察
官
を

招
き
、
子
ど
も
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
処
法
の
講
演
を

実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
各
校
で

防
犯
対
策
へ
の
取
組
み
を

強
化
し
た
い
。

地域運営
組織の形成

問答

地
域
自
治
体
組
織
の
形
成
に
つ
い
て
の
考
え
は

地
域
運
営
の
持
続
的
体
制

　
　
　
　
　  

構
築
の
た
め
の
検
討
に
着
手

質　

問

　

　
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

進
行
等
に
よ
り
、
各
地
域

の
担
い
手
の
区
長
・
役
員

の
人
選
が
地
域
共
通
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

次
世
代
へ
受
け
継
が
れ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
、
新

た
な
地
域
自
治
体
組
織
の

形
成
に
つ
い
て
の
町
の
考

え
、
支
援
策
は
。

副
町
長

　

地
域
運
営
は
、
行
政
区

ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
協
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に

よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
の
福
祉
の
向
上
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
住
民
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
む
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
に
お
け
る
住
民

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
防

犯
や
防
災
、
高
齢
者
福
祉

な
ど
、
地
域
運
営
組
織
に

求
め
ら
れ
る
役
割
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
の
地

域
と
行
政
と
の
関
係
性
を

見
直
し
な
が
ら
、
地
域
運

営
組
織
と
行
政
が
果
た
す

べ
き
役
割
・
内
容
を
整
理

し
、
地
域
運
営
の
持
続
的

な
体
制
を
築
く
た
め
、
具

体
的
に
検
討
し
た
い
。

新　田　信　二  議 員

こども110番の家
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子
育
て
支
援

問

答

電子母子手帳アプリを導入できないか

６月１日より情報提供サービスを開始

質　

問

　

子
育
て
し
て
い
る
お
母

さ
ん
に
は
、
核
家
族
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い

こ
と
で
、
悩
み
を
相
談
す

る
相
手
が
い
な
い
な
ど
不

安
が
あ
る
た
め
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

は
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
に
対
す
る
不
安
や
負
担

の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、

電
子
健
康
手
帳
の
記
録
か

ら
地
域
の
情
報
ま
で
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
た
め
、

導
入
し
て
子
育
て
を
応
援

で
き
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長

　

　

６
月
１
日
よ
り
電
子
母

子
健
康
手
帳
と
し
て
、
三

春
町
子
育
て
ア
プ
リ
「
み

ら
い
く
み
は
る
」
に
よ
る
、

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

母
子
健
康
手
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
乳
幼
児
健
診
の

記
録
や
予
防
接
種
の
履
歴

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
管
理
が
可

能
に
な
る
ほ
か
、
子
ど
も

の
成
長
を
写
真
や
動
画
で

記
録
し
、
町
か
ら
の
子
育

て
に
関
す
る
情
報
を
受
信

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

みんなのメダル
プロジェクト

問答

町
が
参
加
し
た
趣
旨
は

循
環
型
社
会
や
ご
み
減
量
化
の
推
進

質　

問

　

小
型
リ
サ
イ
ク
ル
家

電
は
、
２
０
１
５
年
に
約

６０
万
ト
ン
発
生
し
た
が
、

制
度
に
基
づ
く
回
収
量
は
、

そ
の
約
１
割
の
６・７
万
ト

ン
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
制

度
の
周
知
不
足
や
自
治
体

の
取
組
み
に
差
が
あ
る
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

① 

小
型
リ
サ
イ
ク
ル
家
電

回
収
量
は
。

② 

町
は
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で

﹁
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
﹂
に
参
加
し
た
の
か
。

住
民
課
長

① 

町
で
は
回
収
量
が
見
込

め
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
本
格
的
な

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
施
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

② 

平
成
２９
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
国
民
に
対
し
て
使
用

済
み
小
型
家
電
の
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
協
力
、
意
識
高

揚
を
促
し
、
回
収
し
た
小

型
家
電
に
含
ま
れ
る
金
属

か
ら
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル

を
製
作
す
る
、
世
界
で
初

め
て
の
取
組
み
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
循
環
型
社
会

や
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
平

成
２９
年
８
月
か
ら
参
加
し
、

小
型
家
電
の
う
ち
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
回

収
を
対
象
と
し
て
い
る
。

再
質
問

　

役
場
１
階
に
設
置
さ
れ

て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
以

外
に
は
、
窓
口
を
設
け
な

い
の
か
。

住
民
課
長

　

各
地
区
公
民
館
の
施
設

管
理
者
と
相
談
し
て
、
回
収

ボッ
ク
ス
を
増
設
し
た
い
。

松　村　妙　子  議 員

役場窓口に設置されている
回収ボックス
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除
雪
へ
の

支
　
　
援

問

答

除雪困難な個人宅、
      生活道路の除雪仕組みづくりは

仕組みづくりは今後検討

質　

問

　
　

　

自
宅
の
敷
地
内
や
町
道

ま
で
の
生
活
道
路
の
除
雪

は
、
自
分
た
ち
や
近
所
で

行
っ
て
い
る
が
、
町
民
か
ら

S
O
S
が
出
た
と
き
に
、

支
援
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め

の
財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
で
寄
せ
ら
れ
た
寄

附
金
を
あ
て
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

町
で
は
、
平
成
２６
年
１２

月
に
「
三
春
町
道
路
除
雪

作
業
用
燃
料
費
支
給
要

綱
」
を
制
定
し
、
公
道
、

私
道
お
よ
び
道
路
周
辺
の

公
共
施
設
を
対
象
に
、
個

人
等
所
有
の
農
業
機
械
等

を
使
用
し
、
自
主
的
に
実

施
す
る
除
雪
作
業
に
係
る

燃
料
費
実
費
相
当
分
を
支

給
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
自
宅
敷
地
内

は
対
象
外
で
あ
る
た
め
、

町
内
の
土
木
業
者
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
は
、
希
望
に
沿
っ

た
執
行
を
心
が
け
、
除
雪

事
業
の
一
部
に
も
活
用
し

て
い
る
。

再
質
問

　

町
へ
協
力
し
て
い
る
高

齢
者
が
、
ど
う
し
て
も

自
分
で
除
雪
で
き
な
く
な

り
、
S
O
S
を
発
信
し
て

い
る
と
き
、
で
き
ま
せ
ん

と
い
う
冷
た
い
返
事
で
よ

い
か
。

総
務
課
長

　

　

現
在
の
方
法
以
外
は
、

今
後
考
え

て
い
か
な

く
て
は
い

け
な
い
。

質　

問

　

　

歴
史
的
観
光
資
源
が

多
数
あ
る
我
が
町
の
観
光

は
、
通
年
型
観
光
に
軸
足

を
移
し
、
よ
り
一
層
の
推

進
と
充
実
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、

① 

通
年
観
光
の
現
況
と
入

込
数
は
。

② 

通
年
観
光
の
よ
り
一
層

の
推
進
と
、
充
実
の
た
め

の
課
題
と
今
後
に
つ
い
て
。

産
業
課
長

① 

通
年
型
観
光
と
し
て

は
、
滝
桜
、
盆
踊
り
、
だ

る
ま
市
な
ど
の
季
節
ご
と

の
伝
統
行
事
に
加
え
、
着

地
型
体
験
事
業
「
Ｆ
ｉ
ｎ

ｄ
み
は
る
」
や
「
和
算
で

遊
ぼ
う
、
三
春
ま
ち
な
か

寺
子
屋
」
と
題
し
た
講
座

が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
も
み
じ
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
、
全
国
あ
げ
も
の
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
平

成
２９
年
の
観
光
客
入
込
数

は
約
５７
万
７
千
人
だ
っ
た
。

② 

課
題
と
し
て
、
例
え
ば

「
三
春
の
食
」
で
は
、
郷

土
食
の
掘
り
起
こ
し
と
魅

力
の
開
発
、
ご
当
地
料
理

の
開
発
な
ど
あ
げ
ら
れ
る

が
、
今
後
も
引
き
続
き
、

三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
、

三
春
町
商
工
会
な
ど
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
通

年
型
観
光
の
推
進
に
努
め

た
い
。

通年観光

問答

通
年
観
光
の
推
進
と
充
実
を
図
る
べ
き

関
係
団
体
と
連
携
し
て
推
進
し
た
い

日下部　三　枝 議員

昨年の盆踊りのようす
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仮置き場での除染廃棄物搬出作業のようす

全
国
学
力

テ  

ス  

ト

問

答

結果を公表すべきではないか

公表は考えていない

質　

問

　

小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
全
員
を
対
象
と
し
た

文
部
科
学
省
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

① 

市
町
村
別
や
学
校
別

の
成
績
公
表
は
各
教
育
委

員
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
三
春
町
で
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

② 

公
表
す
る
市
町
村
が
少

な
い
が
、
公
表
す
る
こ
と

に
よ
る
効
果
や
影
響
は
。

教
育
長

① 

成
績
の
結
果
は
、
学
校

だ
よ
り
等
を
通
し
て
「
お

お
む
ね
上
回
っ
て
い
る
」

「
全
国
平
均
と
同
程
度
」

等
の
概
要
を
公
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
教
育
委
員

会
と
し
て
の
成
績
発
表
は

行
っ
て
い
な
い
。

② 

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
趣

旨
は
、
児
童
生
徒
の
観
点

ご
と
の
学
力
を
把
握
し
、

結
果
を
分
析
し
た
教
員
が

自
ら
の
指
導
を
省
み
る
と

と
も
に
、
学
力
向
上
に
向

け
授
業
改
善
を
図
る
こ
と

で
あ
る
。そ
の
た
め
、地
域・

学
校
間
の
学
力
競
争
を
促

す
も
の
で
は
な
く
、
数
値

等
の
公
表
に
よ
る
効
果
が

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問

① 

三
春
の
教
育
基
本
方

針
と
照
ら
し
相
反
す
る
。

教
員
だ
け
で
学
力
向
上
が

図
れ
る
の
か
。

② 

公
表
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
で
、
三
春
町
も
公

表
し
て
教
育
理
念
を
実
現

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

① 

学
力
は
点
数
だ
け
で
は

な
い
。
教
員
は
一
人
ひ
と

り
に
応
じ
た
指
導
を
行
う

な
ど
三
春
の
教
育
に
通
じ

て
い
る
。

② 

数
値
を
公
表
し
た
場

合
、
数
値
だ
け
が
ひ
と
り

歩
き
し
て
し
ま
う
。
公
表

し
な
く
て
も
、
結
果
は
保

護
者
に
届
け
ら
れ
る
た
め
、

家
庭
学
習
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
。

仮置き場
跡地利用

問答

跡
地
利
用
の
検
討
を
始
め
る
べ
き

搬
出
完
了
を
見
据
え
検
討
し
た
い

影　山　初　吉  議 員

質　

問

① 

葛
尾
村
で
可
燃
性
除

染
廃
棄
物
の
焼
却
処
理
が

で
き
る
た
め
、
仮
置
き
場

の
早
期
解
消
と
加
速
化
に

つ
な
が
る
。
町
内
６
カ
所

の
仮
置
き
場
か
ら
の
除
去

土
壌
搬
出
の
完
了
時
期
は

い
つ
頃
か
。

② 

仮
置
き
場
の
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
面
積
、
利

便
性
、
町
有
地
、
民
有

地
等
を
考
慮
し
、
検
討
に

入
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町　

長

① 

今
年
度
は
多
く
の
廃

棄
物
を
町
外
へ
搬
出
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
仮

置
き
場
に
は
保
管
さ
れ
て

い
る
約
１３
万
５
千
袋
が
全

て
搬
出
さ
れ
る
時
期
は
、

４
年
か
ら
５
年
程
度
と
見

込
ん
で
い
る
。

② 

除
染
廃
棄
物
の
搬
出

の
状
況
や
搬
出
の
完
了
時

期
を
見
据
え
な
が
ら
、
幅

広
い
検
討
が
行
え
る
よ
う
、

自
主
防
災
会
や
議
会
と
協

議
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
、

検
討
に
向
け
た
枠
組
み
づ

く
り
か
ら
始
め
た
い
。
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４月

５月

６月

議会活動日誌
　議会活動を広く町民の皆さんにお知らせするため、議会主催の会議・意見交換会、町などが主催して
議員が出席した行事を掲載します。今回は、平成３０年４月から６月までの議会活動をお知らせします。
　なお、簡潔に表記するため、今回から「回数」や「三春」等の文字を省略している場合もありますので、
ご了承ください。

　

　２日　・町職員辞令交付式
　　　　・区長委嘱状交付式　
　　　　・町消防団辞令交付式・幹部顔合せ会
　６日　・町立小・中学校入学式
　　　　・町グラウンド・ゴルフ協会総会
　７日　・歴史民俗資料館春季特別展オープン式
　　　　・認定こども園三春幼保園入園式
　８日　・みはる春のおどり
　　　　・カタクリ感謝祭
１０日　・観桜会
１１日　・町婦人会総会
　　　　・田村地方町村議会議長会総会（小野町）
　　　　・田村地方町村議会自治功労者表彰式（小野町）
１４日　・さくらの里クリーンアップ作戦
　　　　・町芸能さくら祭り
１５日　・御木沢まちづくり協会定期総会
１６日　・広報広聴特別委員会
　　　　・北海道上富良野町議会視察来町
１７日　・町区長会通常総会
　　　　・町防犯協会総会
　　　　・総務常任委員・代表区長・消防団幹部合
　　　　　同意見交換会・合同懇親会
１８日　・町老人クラブ連合会総会　
１９日　・町民生児童委員協議会懇親会
２０日　・各委員会書記辞令交付式
　　　　・全員協議会　
　　　　・明徳大学入学式・始業式
２１日　・魁春旗争奪柔道練成三春大会懇親会
２５日　・消防操法大会出場分団結団式
　　　　・三春交流館運営協会幹事会
２６日　・町ゲートボール協会長杯ゲートボール大会
　　　　・小・中学校転入教職員着任式
２７日　・町役友会定期総会
　　　　・町商工会女性部通常総会

　２日　・町交通対策協議会　
　　　　・交通安全協会町連合会総会
　　　　・三春方部公立幼小中学校ＰＴＡ連絡協議　　
　　　　　会総会
１０日　・中学校陸上競技大会田村支部予選大会
              （田村市）

　１日　・６月定例会（～７日）
　３日　・県中支部ゲートボール大会
　　　　・沢石地区親善球技大会
　４日　・町村議会議長会定期総会（福島市）
　　　　・食品営業者組合総会
　５日　・みはる観光協会通常総会
　７日　・全員協議会
　８日　・秋まつり実行委員会全体会
１１日　・さくら湖マラソン大会
　　　　・全国植樹祭（南相馬市）
１２日　・三

さんきょうかい

杏会と行政との意見交換会
１４日　・浪江三春線改良促進期成同盟会監査
１７日　・消防協会田村支部幹部大会（田村市）
１９日　・町戦没者追悼式および町遺族会戦没者慰霊祭
２０日　・三春さくらの会総会
２４日　・ファームパークいわえ「花と音楽祭」
２９日　・田村地区防犯協会連合会総会（田村市）

１０日　・田村地方市町議会議長会監査　　
１１日　・町長杯ゲートボール大会
１４日　・田村西部工業団地振興財団理事会
　　　　・田村地方市町議会議長会会議
１６日　・町正和会総会
　　　　・町商工会通常総代会
１７日　・ＮＰＯ法人町国際交流協会総会
１８日　・経済建設常任委員会と所管課職員との顔
　　　　　合せ会
　　　　・文教厚生常任委員会と所管課職員との顔
　　　　　合せ会
２１日　・全員協議会
　　　　・総務常任委員会と所管課職員との顔合せ会
２３日　・町村議会広報研修会（郡山市）
２４日　・議長杯ゲートボール大会
　　　　・田村広域行政組合議会臨時会
２５日　・田村地区交通安全協会定期総会
２７日　・町消防団春季検閲式
　　　　・田村森林組合通常総代会（田村市）
　　　 　・自由民主党福島県支部連合会総会（郡山市）
２８日　・田村地方植樹祭
　　　　 ・全国町村議会議長・副議長研修会（東京都）
２９日　・議会運営委員会
　　　　・郡山法人会三春支部報告会
３０日　・町シルバー人材センター定時総会
３１日　・国民健康保険健康づくりゲートボール大会
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研視 察 修 トーポレ

ン
ト
」
と
題
し
て
、
議
会

報
を
継
続
的
に
改
善
し
て

い
く
手
法
、
企
画
・
編
集

方
針
、
専
門
的
な
知
識

と
技
術
、
プ
ロ
セ
ス
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
議
会
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
誌
の

具
体
的
な
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
優
秀
誌
は
、
若
者

や
子
育
て
世
代
の
声
な
ど

広
聴
活
動
に
関
連
す
る
記

事
が
充
実
し
て
い
る
点
や
、

議
会
活
動
の
記
事
に
住
民

の
声
が
活
用
さ
れ
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
当
委
員
会
と

し
て
も
、
議
会
活
動
を
広

く
町
民
の
方
々
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
に
、
研
修
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
通
じ
て
学
ん

だ
経
験
を
生
か
し
、
見
や

す
く
分
か
り
や
す
い
「
議

会
報
み
は
る
」
の
編
集
・

発
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

表
紙
を
は
じ
め
随
所
に
丸

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ

ン
に
特
徴
が
あ
り
、
緑
を

基
調
と
し
た
中
身
の
２
色

刷
り
で
も
濃
淡
が
付
け
ら

れ
、
非
常
に
読
み
や
す
い

編
集
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
・

発
行
に
当
た
っ
て
は
、
多
く

の
方
に
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
写
真
の
大
き
さ
、

レ
イ
ア
ウ
ト
、
文
字
の
大

小
の
バ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
ー
ス

の
取
り
方
な
ど
に
注
意
し
、

わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。　
　

ま
た
、
内
容
ご
と
に
広
報

委
員
が
中
心
と
な
り
原
稿

作
成
、写
真
撮
影
を
行
い
、

編
集
委
員
会
に
お
い
て
校

正
・
レ
イ
ア
ウ
ト
最
終
調

整
を
行
う
な
ど
、
広
報
特

別
委
員
会
が
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１１
日
に
開
催
さ

れ
た
町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、
自
治
体
広

報
広
聴
研
究
所
代
表
の
金

井
茂
樹
氏
に
よ
り
、「
伝

わ
る
議
会
報
づ
く
り
の
ヒ

　

玉
村
町
議
会
の
平
成

２９
年
４
月
発
行
の
た
ま
む

ら
「
議
会
だ
よ
り
」（
以

下
「
議
会
だ
よ
り
」
と
い

う
。）
は
、
平
成
２９
年
度

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
議
会
だ
よ
り
に
は
、

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

は
、
７
月
１０
日
に
群
馬
県

玉
村
町
議
会
を
訪
問
し
視

察
研
修
を
行
い
、
１１
日
に

は
東
京
都
の
全
国
町
村
議

員
会
館
で
開
催
さ
れ
た
町

村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
参
加
し
ま
し
た
。

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

議
会
報
の
企
画
と
編
集
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得

群
馬
県
玉
村
町
議
会
視
察
研
修
　
　
　

　 

議
会
広
報
優
良
賞
受
賞
の
取
組
み
を
研
修

玉村町議会での研修のようす

広報クリニックで説明を聞き資料に目を通す広報広聴特別委員
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　 広
報
広
聴
特
別
委
員
会

福
島
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

田
村
地
方
市
町
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
に
参
加

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
　

　
　 

議
長
杯
野
球
大
会
を
開
催

　

第
１６
回
三
春
町
議
会
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
５
月
２４
日
に
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
全
１９

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
優
勝
目
指
し
て
、

一
生
懸
命
の
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
２２
日
に
は
、
第
４２
回
三
春
町
議

会
議
長
杯
が
町
営
野
球
場
、
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
炎
天
下
の
中
、

全
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
選
手
は
真
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
、
白
球
を
追
い
か
け
気

持
ち
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

︿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
﹀

・
優　

勝  

御
祭

・
準
優
勝  

八
雲
会

・
第
３
位  

上
舞
木
Ｂ

・
第
４
位  

富
沢

︿
野
球
大
会
﹀

・
優　

勝  

三
春
球
友

　
　
　
　

  

ク
ラ
ブ

・
準
優
勝 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ズ

議長杯野球大会の試合のようす

　
５
月
２３
日
、
郡
山
市
ビ
ッ
ク

パ
レッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ

た
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
に
よ
る
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
、
広
報
広
聴
特
別
委

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
各
地
か
ら

約
２
５
０
名
の
町
村
議
会
報

編
集
委
員
・
事
務
局
職
員
な

ど
が
集
ま
り
、
グ
ラ
フ
ィッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
岡
光
弘
氏

の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
表
現

ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
長
岡
光
弘
氏
か
ら
住
民
を
紙
面

企
画
に
取
り
入
れ
た
編
集
、
住
民
の
目
を
集
め
る
文
章
の

工
夫
な
ど
編
集
に
係
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
変
化
の
あ
る
紙
面
表

現
、
余
白
を
上
手
に
活
用
し
住
民
の
目
を
引
く
工
夫
な
ど

表
現
に
係
る
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
福
島
県
内
町

村
で
作
成
さ
れ
て
い
る
議

会
報
を
題
材
と
し
て
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
行
い
、
優
れ
て
い
る

点
や
改
善
点
、
見
や
す
い

議
会
報
を
編
集
す
る
た
め

の
工
夫
、
手
法
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

７
月
２０
日
に
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
、
田
村
地

方
市
町
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
議
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
三
春
町
、
田
村
市
、
小
野
町
の
議
員
や
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
師
と
し
て

時
事
通
信
社
解
説
委
員

長
の
山
田
惠
資
氏
を
お
招

き
し
、
時
局
展
望
「
日

本
の
政
局
・
政
治
の
行
方
」

と
題
し
、
９
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選

に
向
け
た
各
陣
営
の
動
き

を
は
じ
め
、
今
後
の
政
治

日
程
や
憲
法
改
正
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
米
朝
首
脳
会

談
と
北
朝
鮮
の
動
き
な
ど

を
中
心
に
、
持
論
を
交
え

て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
市
町
議
員
や

職
員
は
、
講
演
に
熱
心
に

聞
き
入
り
、
現
在
の
政
治

情
勢
、
今
後
の
政
局
・
政

治
動
向
な
ど
を
学
び
、
大

変
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。　

広報研修会のようす

資料に目をとおす広報広聴特別委員

講師の話に真剣に耳を傾ける三春町議会議員 講演する山田惠資自治通信社解説委員長
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議員定数を協議、現状維持の１６名

　三春町議会では、平成３１年１０月の

議会議員の改選に向け、「議員定数に

ついて」今年２月から５月まで４か月間

にわたり議論してきましたので、その

協議経過の概要と今後の方針をお知ら

せします。

　初めに２月２６日に議会運営委員会に

おいて、議員定数の取扱いや今後の

協議方法について、当委員会において

方向性を検討するか、特別委員会を設

置して議論するか、全員協議会の中で

協議するかについて検討しました。その結果、議員全員に関わる問題であるため、各議員から意見を

聞くことが望ましいとの結論に達し、毎月定期的に開催している全員協議会の中で協議し、今後の方

針を決めることとしました。

　その後、３月１４日および４月２１日に開催した全員協議会において、今後の協議手法、議員定数削

減の必要性などについて各議員から意見を聞き、協議を行いました。２日間とも各議員から、さまざま

な観点から「削減すべき」、「現状を維持すべき」との両論の意見が多数出されました。

　最終的に５月２１日に開催した全員協議会において、各議員から出されたさまざまな意見を踏まえ、

意見集約を行い今後の方針をまとめました。　　

　その結果、町民の意見を広く吸い上げるには現状の議員数が必要である、類似の他町村の人口規

模と照らしても適正人数である、現状の議員数で常任委員会制度が効果的に機能しているなどの理由

により「現状を維持すべき」との意見が多数ありました。仮に議員定数を削減した場合、町民の声が

議会に届きにくくなる、委員会において十分な審査ができない、町執行側への影響力が低下するなど、

結果として町政の停滞を招く恐れがあります。こうしたことから、最終的に、町民のための議会活動

を展開するためには、現時点においては「現状維持にすべきである」との結論に達しました。

　この方針を踏まえ、議会では、議会活動を今まで以上に広く町民の皆さんに知っていただくために、

町民と議会との意見交換会の開催、議員の各種行事への参加、「議会報みはる」の充実、議会ホー

ムページによる情報発信などを通じて、議会活動の広報広聴を推進するとともに、議会活動の効率化

や町執行側と効果的な協議を行うため、さまざまな議会改革に取り組んで参ります。

　　　

議員定数について協議しているようす
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９
月
１５
日
（
土
）
〜
１０
月
３１
日
（
水
）　

※ 

右
記
期
間
以
外
も
開
催
可
能
で
す
。

　　

５
名
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
町
内
の
団
体
・
町
民

グ
ル
ー
プ
（
町
内
行
政
区
・
隣
組
、
産
業･

経
済
団
体
、

社
会
福
祉
団
体
、文
化
・ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
）
と
し
ま
す
。

　　
「
三
春
町
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
、
申
込
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
次
の
５
つ
の
サ
ブ

テ
ー
マ
か
ら
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

① 

人
口
減
少
対
策　

② 

高
齢
化
対
策　

③ 

地
域
活
性

化
対
策　

④ 

子
育
て
支
援　

⑤ 

公
共
施
設
（
役
場
庁

舎
、
図
書
館
な
ど
）
の
整
備

　

ま
た
、
申
込
団
体
の
皆
さ
ん
が
別
途
、
テ
ー
マ
を
自
由

に
決
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

町
民
と
の
意
見
交
換
会
開
催
、
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す

▼ 

申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
２８
日
（
金
）

※ 

開
催
希
望
日
の
３
週
間
前
を
申
込
期
限
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　
「
平
成
３０
年
度
町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
開
催
申

込
書
」
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
議
会
事
務
局

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
F
A
X
・
メ
ー
ル
で
の
申
込
み

も
可
能
で
す
。

※ 
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
ま
た
、
議
会
事
務
局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
お
送
り
し

ま
す
。

議
会
事
務
局
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

gikai@
tow

n.m
iharu.

fukushim
a.jp

　

三
春
町
議
会
で
は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
「
議
会
報
み

は
る
」
の
企
画
、
編
集
お
よ
び
内
容
等
に
対
し
て
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
、
感
想
お
よ
び
提
案
等
（
以

下
「
意
見
等
」
と
い
う
。）
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
議
会

報
を
発
行
す
る
た
め
に
、「
議
会
報
み
は
る
」
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
に
発
行
し
た
「
議
会
報
み
は
る
第
１
５
２

号
」
に
対
し
、
７
名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の

意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
意
見
等
は
、
６
月
５
日
に

開
催
し
た
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、「
議
会
報

み
は
る
第
１
５
３
号
」
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
十
分
協

議
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
さ
ら
に
改
善
を
重
ね
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
議
会
報
の
編
集
・
発
行
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

特別委員会で協議しているようす

　
三
春
町
議
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
議
会
や
町
政
に

関
す
る
意
見
な
ど
を
伺
い
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成

２８
年
度
か
ら
﹁
町
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
﹂
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
８
月
１
日
付
け
で
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨年の意見交換会のようす

　
開
催
期
間

　
対
象
団
体
な
ど

　
テ
ー
マ

　
申
込
期
間
・
申
込
方
法

　
申
込
・
問
合
先

  「
議
会
報
み
は
る
」
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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◇◆◇ 請願・陳情の手続き ◇◆◇
　 三春町議会では、町政などについて町民の皆さんの希望や要望を、請願・陳情として受け付けています。
◆ 提出方法　　

　 議会事務局（役場４階）へご持参ください。
◆ 受付締切
　　議会定例会開催日７日前までとなります。
◆ 様式等
　 特に決まっていませんが、次の事項は必ず記載願います。
　 ① 件名　○○に関する請願書、○○に関する陳情書など ② 提出年月日 ③ 提出者住所 ･ 氏名・印鑑 
　 ④ 紹介議員氏名・印鑑（請願のみ） ⑤ 請願・陳情要旨 ⑥ 関係機関への意見書の提出を求める場合には、 　　　
　 意見書案 ⑦ 三春町議会議長宛
※ 陳情については、内規により原則として、町内に関する事項・内容などについて提出されたものを審議する
   こととし、それ以外または郵送によるものは配付のみとなっています。

◇◆◇ 議会の開催予定 ◇◆◇
◆ 議会開催予定
　　次の議会は９月定例会です。８月 31日（金）開会、９月 1日（土）の一般質問を予定しています。
◆ 議会開催広報
　　議会の開催は、議会報号外、議会ホームページ、防災行政無線、役場前掲示板などでお知らせします。
　  （http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/gikai/）
◆ 議会傍聴
　　本会議や各委員会のようすを傍聴できます。
◇ 本会議
　 傍聴人受付簿に記載して、議場へお入りください。
　 団体での傍聴を希望する場合は、事前に議会事務局に連 
 絡してください。また、録音や撮影にはあらかじめ議長の許可 
 が必要になります。
◇ 委員会
　　議会には、総務・経済建設・文教厚生の３つの常任委員
 会と、 町立学校再編等調査・広報広聴の 2 つの特別委員 
 会があります。各委員会は、委員長の許可を得て、会議を
 傍聴することができます。

◆ 応募方法　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書いて送付してください。   
                  正解者の中から、抽選で３名の方に粗品を差し上げます。当選は発送
                  をもって代えさせていただきます。
◆ 送 付 先   〒963-7796　三春町字大町１－２　三春町議会事務局
◆ 締 切 日　８月２４日（金）（当日消印有効）
※ 前回は１２件の応募をいただき、ありがとうございました。
※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

問　三春町体育施設条例の一部改正により、新たに町体育施設に追加された施設は？

三春町民○○○○○
・・・○に入る言葉をお答えください・・・ 　  

前 回 の 答え
「 企 画 政 策 」

一般質問のようす

第１７回議会クイズ
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発行／福島県三春町議会　　編集／三春町議会広報広聴特別委員会
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～ シリーズ　みはるの子どもたち ～
　今回は、北保育所と認定こども園三春幼保園の子どもたちを紹介します。

北
保
育
所
（
北
成
田
地
内
）

 

認
定
こ
ど
も
園

三
春
幼
保
園
（
貝
山
地
内
）

　

保
育
参
観
日
を
間
近
に
控
え
た

北
保
育
所
へ
、
６
月
１５
日
に
伺
い
ま

し
た
。

　

遊
戯
室
で
は
、
年
長
の
子
ど
も

た
ち
が
、参
観
日
に
披
露
す
る
「
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」
を
、
力
強
い

か
け
声
と
と
も
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
中
の

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
や
友
達
と

相
談
し
な
が
ら
、
手
作
り
の
ア
ジ

サ
イ
と
カ
タ
ツ
ム
リ
で
、
雨
の
季
節

な
ら
で
は
の
製
作
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
全
員
で
保
育
所
の
裏

手
に
あ
る
畑
へ
向
か
い
ま
し
た
。
こ

の
畑
に
は
、
地
域
の
方
の
ご
厚
意
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
イ
カ
と
サ

ツ
マ
イ
モ
を
植
え
て
い
て
、
黄
色
い

花
を
咲
か
せ
た
ス
イ
カ
の
苗
に
、
子

ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。
一
番
小
さ
な
年
少
の
子
ど
も

た
ち
も
、
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
実
り
始
め

た
小
さ
な
ス
イ
カ
を
発
見
し
、
手
を

の
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
と
子
ど
も
た
ち
は
、「
収
穫

が
楽
し
み
だ
ね
」
と
声
を
そ
ろ
え
、

畑
は
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
三

春
幼
保
園
（
旧
三
春
幼
稚
園
）
は
、

平
成
２
年
に
広
々
と
し
た
園
庭
を
も

つ
現
在
の
新
園
舎
に
移
設
し
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
取
り
入
れ
、
年
齢

を
超
え
た
子
ど
も
同
士
の
係
わ
り
を

重
視
し
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
し
た
６
月
１４
日
は
、
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
佐
藤
奈
美
子
指
導
員
と
大
住
柊
太
指
導
員
を
講
師
に
迎
え
、

空
手
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
正
座
の
状
態
で
黙も

く
そ
う想
し
「
押お

す忍
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
て
か
ら
、
準
備
運
動
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
に
、

稽
古
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
稽
古
で
は
、「
三さ
ん
ち
ん
だ

戦
立
ち
」
の
姿
勢
か

ら
、
気
合
い
を
入
れ
て
正せ
い
け
ん
ち
ゅ
う
だ
ん
づ

拳
中
段
突
き
、
正せ
い
け
ん
あ
ご
う

拳
顎
打
ち
な
ど
の
手
技
や
、

前ま
え
げ蹴
り
や
膝ひ
ざ
げ蹴
り
な
ど
の
足
技
を
行
い
、
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
、再
び
正
座
し
、「
押お

す忍
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
て
、
空
手
教
室
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や

す
く
」
な
ど
を
念
頭
に
議
会

報
の
編
集
会
議
が
開
か
れ
ま

す
。
今
回
か
ら
強
力
な
助
っ

人
で
あ
る
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
率

直
な
意
見
を
参
考
に
し
て
の

会
報
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

　

紙
面
づ
く
り
の
中
で
は
、

行
政
用
語
等
を
日
常
用
語
に

書
き
換
え
た
り
、
注
釈
を
付

け
た
り
し
て
、
分
か
り
や
す

く
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
に

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
完

全
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
わ
か

り
に
く
い
用
語
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
遠
慮
な
く
議
会
事

務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
親
切
に
お
答
え
し
ま
す

の
で
。

（
日
下
部　

三
枝
）

三
春
町
議
会

　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

委
　
員

小
　
林
　
鶴
　
夫

山
　
崎
　
ふ
じ
子

鈴
　
木
　
利
　一    

渡
　
辺
　
正
　
久

影
　
山
　
常
　
光

日
下
部
　
三
　
枝

影
　
山
　
初
　
吉

「よさこいソーラン」を踊るようす季節の製作に取り組む子どもたち実り始めたスイカを発見する子どもたち

前蹴りをするようす

前に進みながら突きを出す子どもたち

黙想する子どもたち


